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明
・
楽
・
元
気
の

発
信
源
に

楽
し
く
過
ご
す

歓
談
の
時
間

新
た
な
年
を
む
か
え
、
毎
年
恒

例
の
新
年
旗
び
ら
き
を
２
０
１
２

年
１
月
１３
日
（
金
）
夜
か
ら
、
テ

ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
�
飾
区
副
区
長
の
柏

崎
裕
紀
さ
ん
を
は
じ
め
、
来
賓
６１

人
・
組
合
員
１
８
４
人
・
合
計
２

４
５
人
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

福
岡
委
員
長
か
ら
は
、「
�
飾

支
部
の
委
員
長
を
努
め
ら
れ
る
こ

と
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
�
飾
支
部
が
明
る
く
、
楽
し

く
、
元
気
よ
く
の
発
信
源
に
な
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
土
建
本
部
・
台

東
支
部
・
副
区
長
・
各
政
党
・
協

力
団
体
の
紹
介
と
あ
い
さ
つ
に
移

り
、
柏
崎
副
区
長
か
ら
は
「
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
明
る
い
�
飾
を
作

っ
て
い
き
た
い
。」
と
、
ま
た
、

各
政
党
議
員
の
方
か
ら
は
「
み
な

さ
ん
の
声
を
聞
き
、
要
望
に
こ
た

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。」と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
岡
委
員
長
、
本
部
か
ら
白
滝

書
記
次
長
、
阿
久
津
青
年
部
長
、

大
山
主
婦
の
会
会
長
、
田
中
建
長

会
会
長
が
代
表
で
登
壇
し
、
鏡
割

り
を
行
い
、
松
山
常
任
に
よ
る
乾

杯
へ
。
歓
談
の
時
間
で
行
な
わ
れ

た
余
興
で
は
、
演
歌
歌
手
の
�
み

ず
き
舞
�（
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
小
橋

建
太
の
妻
）
に
よ
る
歌
唱
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
５９
回
�
飾
支
部
定
期
大
会

は
、
１２
年
４
月
１５
日（
日
）に
、

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
開

催
し
ま
す
。

◆
代
議
員
お
よ
び
特
別
代
議
員

定
数
に
つ
い
て

１２
年
３
月
１
日
付
人
員
（
２
月

２４
日
登
録
人
員
）
で
確
定
し
ま

す
。

☆
代
議
員
�
基
礎
代
議
員
１
人

に
加
え
て
、
分
会
人
員
４０
人
に

１
人

（
端
数
２１
人
以
上
で
１
人
追
加
）

☆
特
別
代
議
員
�
分
科
会
数
に

満
た
な
い
分
会
で
１
人

な
お
、
支
部
４
役
、
常
任
執
行

委
員
、
分
会
長
も
分
会
代
議
員

数
の
中
に
含
み
ま
す
。

◆
大
会
諸
役
員

別
途
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
登
録

し
、
各
委
員
長
は
互
選
で
決

定
。

◆
役
員
立
候
補
お
よ
び
定
数

委
員
長
（
１
）
※
中
執
兼
任

副
〃
（
４
）

書
記
長
（
１
）

同
次
長
（
２
）

常
任
執
行
委
員
（
９
）

会
計
監
査
（
２
）

執
行
委
員
（
分
会
長
）
は
分
会

選
出
と
し
ま
す
。

※
会
計
監
査
を
除
い
た
以
上
の

役
職
は
、
１２
年
４
月
１
日
現

在
、
満
６５
歳
未
満
と
し
ま
す
。

※
立
候
補
〆
切
り
は
２
月
２４
日

（
金
）
午
後
５
時
ま
で
支
部
に

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
、
捺
印
し
て
提
出
。

◆
大
会
表
彰

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
２
月

２９
日
ま
で
に
支
部
に
提
出
。

以
上
詳
細
は
支
部
執
行
委
員
会

を
通
じ
て
分
会
に
お
知
ら
せ

し
、
不
明
の
点
は
大
会
事
務
局

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
行
な
わ
れ

た
旗
び
ら
き
恒
例
の

拡
大
表
彰
で
は
、
千

葉
副
委
員
長
（
組
織

部
長
）
に
よ
る
表
彰

へ
。昨

年
１
年
間
は
、

厳
し
い
一
年
で
、
各

分
会
が
仲
間
増
や
し

に
苦
戦
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
も

秋
の
拡
大
で
は
支
部

目
標
を
見
事
達
成
。

年
間
を
通
じ
て
特
に

活
躍
し
た
分
会
を
左

記
の
項
目
で
表
彰
。

対
象
の
８
分
会
が
拡

大
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。表

彰
項
目

①
年
間
目
標
の
達
成

�
６
分
会
（
本
田
・

青
戸
・
堀
切
・
二
葉
・
幸
田
・
飯

塚
）

②
年
間
実
増
の
達
成
�
３
分
会

（
西
新
小
岩
・
本
田
・
飯
塚
）

③
そ
れ
ぞ
れ
の
月
間
の
目
標
達
成

�
２
分
会
（
堀
切
・
二
葉
）

④
年
間
拡
大
ベ
ス
ト
３
（
奥
戸
・

堀
切
・
二
葉
）

⑤
年
間
拡
大
率
ベ
ス
ト
３
（
本
田

・
二
葉
・
飯
塚
）

最
後
に
、
柳
生
副
委
員
長
に
よ

る
閉
会
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
、

参
加
者
全
員
で
の
三
三
七
拍
子
で

終
わ
り
ま
し
た
。

政
府
・
与
党
の

「
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
」素
案
は「
消

費
税
は
…
社
会
保
障

の
安
定
財
源
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
」
と
し

て
、
社
会
保
障
財
源
を
も
っ
ぱ
ら

消
費
税
に
求
め
る
姿
勢
で
す
。

政
府
の
試
算
で
は
、
社
会
保
障

に
か
か
る
公
費
（
国
と
地
方
）
は

１１
年
に
４０
兆
円
で
し
た
が
、
高
齢

化
な
ど
で
２０
年
に
５３
・
４
兆
円
、

２５
年
に
は
６１
・
３
兆
円
に
増
え
ま

す
。こ

れ
を
す
べ
て
消
費
税
で
支
え

る
と
す
る
と
、
税
率
は
２０
年
に
２１

％
、
２５
年
に
２５
％
程
度
に
ま
で
上

が
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
政
府
・
与
党
は
提
案

し
て
い
る
最
低
保
障
年
金
の
財
源

だ
け
で
、
２．３
〜
７．１
％
の
消
費
税
増

税
が
必
要
と
し
て
お
り
、
２０
％
を

大
き
く
超
え
る
大
増
税
と
な
る
の

は
必
至
で
す
。

実
は
政
府
・
与
党
の
「
一
体
改

革
」
素
案
に
は
、
消
費
税
増
税
第

２
弾
に
向
け
た
道
筋
が
ち
ゃ
っ
か

り
織
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

１０
％
に
続
く
「
次
の
改
革
を
実

施
す
る
」
た
め
と
し
て
、「
今
後

５
年
を
目
途
に
…
法
制
上
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
を
今
回
の
改
革
法

案
の
附
則
に
明
記
す
る
」
と
記
し

て
い
る
の
で
す
。
第
２
弾
の
増
税

を
「
今
後
５
年
」
以
内
に
決
め
る

と
明
言
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
で
は
消
費
税
率
が
天
井
知

ら
ず
の
�
増
税
地
獄
�
が
お
き
る

こ
と
に
な
り
、
国
民
生
活
と
日
本

経
済
へ
の
打
撃
は
致
命
的
に
な
り

ま
す
。

消
費
税
に
頼
る
こ
と
で
、
大
企

業
の
負
担
と
責
任
を
免
除
す
る
財

界
仕
込
み
の
財
源
論
に
立
っ
て
い

る
か
ら
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１２年１月１日現在 ４９６３人
加 入 １１人
転 入 １人
脱 退 ７４人
転 出 ０人

２０１２年２月１日現在 ４９０１人

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
に
２
４
５
人
が
参
加

��
��
��
��
年年
新新
春春
旗旗
びび
らら
きき
をを
開開
催催

柏
崎
副
区
長
は
じ
め
６１
人
の
来
賓

拡
大
１
年
間
の
締
め
の
表
彰
式
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��
飾飾
支支
部部
第第
５５９９
回回
定定
期期
大大
会会
告告
示示

千葉副委員長と拡大表彰で表彰された分会長のみなさん
左から永井さん（飯塚）・伊藤さん（幸田）・青木さん（二葉）・山岡さん（堀切）・千葉副委員長

・吉田さん（本田）・益子さん（西新小岩）・小泉さん（奥戸）・平井さん（青戸）

恒
例
の
鏡
割
り

乾
杯
の
発
声
を
す
る
松
山
常
任

第６６７号建 設 者２０１２年２月１６日（１）
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【
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
発
】
１
月

２７
日
（
木
）
午
後
７
時
よ
り
、�
１２

国
民
春
闘
総
決
起
集
会
�
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
�
飾
支
部
で
は
１６
人

が
参
加
。
全
体
で
は
地
域
・
産
別

・
国
公
な
ど
１
０
０
０
人
超
の
参

加
で
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
後
に
、
ま

ず
、
い
ま
だ
続
く
不
況
に
よ
る
解

雇
、
派
遣
切
り
な
ど
の
働
く
者
の

厳
し
い
現
状
報
告
な
ど
の
基
調
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
社
会
風
刺
コ
ン
ト

の
元
「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ

ー
」
の
松
本
ヒ
ロ
さ
ん
に
よ
る
政

局
の
風
刺
、
歴
代
総
理
の
物
ま
ね

に
関
心
し
た
り
、
大
笑
い
し
ま
し

た
。そ

し
て
、
１２
春
闘
の
重
点
に
つ

い
て
の
学
習
を
お
こ
な
い
、
各
労

組
・
地
区
労
・
訴
訟
団
の
代
表
に

よ
る
�
闘
う
春
闘
�
の
決
意
表
明

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

公
契
約
条
例

一
層
の
推
進
を

東
京
土
建
も
参
加
し
て
い
た
全

支
部
が
登
壇
し
、
宮
田
副
委
員
長

か
ら
厳
し
い
現
状
の
訴
え
と
公
契

約
条
例
運
動
の
一
層
の
推
進
と
、

闘
う
決
意
表
明
を
し
、
最
後
に
、

全
体
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
春
一
番
拡
大
を
２

・
３
月
で
行
い
ま
す
。
統
一
行
動

日
を
合
計
４
日
間
設
け
て
、
今
年

の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
き
め
る

た
め
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
未
加
入
の
知
り
合
い
が

い
た
ら
、
役
員
さ
ん
ま
た
は
、
支

部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
仲
間
を
増
や
せ
ば
増
や

す
ほ
ど
、
私
た
ち
の
要
求
を
実
現

さ
せ
る
可
能
性
は
高
く
な
り
ま

す
。
ご
紹
介
お
願
い
し
ま
す
。

年
間
目
標
は
１
月
１
日
付
人
員

４
９
５
７
人
に
対
し
て
１３
％
の
６

４
６
人
で
す
。
春
一
番
拡
大
（
２

・
３
月
）
は
２．５
％
の
１
２
５
人
を

目
標
と
し
ま
す
。

【
春
一
番
拡
大
・
統
一
行
動
日
】

○
２
月
１４
・
１５
日
（
火
・
水
）

○
３
月
１４
・
１５
日
（
水
・
木
）

今
年
の
拡
大
目
標

◇
年
間
拡
大
目
標

�
１３
％
（
６
４
６
人
）

◇
春
一
番
拡
大
目
標（
１
〜
３
月
）

�
２
・
５
％
（
１
２
５
人
）

◇
春
月
間
拡
大
目
標（
４
・
５
月
）

�
３
・
５
％
（
１
７
４
人
）

◇
日
常
拡
大
目
標
（
６
〜
８
月
）

�
１
・
５
％
（
７５
人
）

◇
秋
月
間
拡
大
目
標（
９
・
１０
月
）

�
５
％
（
２
４
９
人
）

◇
日
常
拡
大
目
標
（
１１
・
１２
月
）

�
０
・
５
％
（
２３
人
）

政
府
は
昨
年
の
１２
月
２４
日
の
臨

時
閣
議
で
、
決
定
し
た
国
保
組
合

に
対
す
る
補
助
金
は
総
額
で
３
２

２
２
・
３
億
円
（
対
前
年
度
比
２

９
・
０
億
円
減
）と
な
り
ま
し
た
。

※
減
額
は
、
国
保
組
合
の
被
保
険

者
数
の
減
少
な
ど
が
主
な
理
由
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
私
た
ち
の
建

設
国
保
は
現
行
補
助
水
準
を
確
保

す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
書
い
て
き
た
厚
労

省
・
東
京
都
・
財
務
省
に
あ
て
た

要
請
ハ
ガ
キ
の
影
響
は
図
り
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
も
７
月
と
１１

月
の
予
算
要
求
集
会
、
議
員
要
請

行
動
な
ど
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

保
険
証
交
換
は
３
月
末

納
入
忘
れ
に
注
意

３
月
か
ら
納
入
の
来
年
度
（
４

月
か
ら
）
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
こ
の
補
助
金
を
ベ
ー
ス
に
、

土
建
国
保
と
し
て
医
療
費
の
増
加

や
組
合
員
減
少
を
加
味
し
て
算
出

し
ま
す
。
今
現
在
未
決
定
の
た

め
、
わ
か
り
次
第
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
証
交
換
の
時
期
も

近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
納

入
遅
れ
が
な
い
よ
う
毎
月
の
保
険

料
の
お
支
払
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
分

会
総
会
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
各

分
会
で
次
期
役
員
を
選
出
し
、
分

会
総
会
で
決
定
を
し
ま
す
。

こ
の
総
会
で
分
会
四
役
の
４
割

以
上
を
７０
歳
未
満
の
組
合
員
で
選

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ

の
１
年
を
か
け
て
、
来
年
は
６
割

以
上
の
分
会
四
役
が
選
出
が
で
き

る
よ
う
に
、
今
か
ら
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
群
役
員
は
群
長
・
群
会

計
の
二
役
を
全
群
で
選
出
し
、
群

会
議
が
開
催
で
き
る
体
制
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２０１１年度予算要求ハガキ分会別集約表
分会 厚労省要請ハガキ 東京都要請ハガキ 財務省要請ハガキ

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

新 小 岩 ２５６枚 ２２３％ ３２８枚 ２７３％ ４１２枚 ３２４％

西新小岩 ４４４枚 ４１１％ ４３６枚 ４１１％ ４６８枚 ４１４％

東新小岩 ６６０枚 ２０３％ ６８４枚 ２１５％ ６５２枚 １９９％

奥 戸 １４０８枚 ３０２％ １５４８枚 ３３４％ １４００枚 ２９２％

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

本 田 ４５０枚 ２２７％ ４３５枚 ２２０％ ５６８枚 ２７３％

立 石 ２８０枚 １９９％ ３１２枚 ２２４％ ２２８枚 １５５％

青 戸 ６５６枚 ３０２％ ５９２枚 ２８６％ ４３２枚 １９５％

お花茶屋 ４４０枚 ２２４％ ４００枚 ２０６％ ４３６枚 ２１３％

第
３
ブ
ロ
ッ
ク

堀 切 ５１８枚 １９５％ ５６０枚 ２０９％ ５９２枚 ２１３％

二 葉 ４３２枚 １８９％ ６００枚 ２６２％ ５９２枚 ２５０％

西亀有① １４０枚 ９１％ ５２枚 ３４％ １３２枚 ８５％

西亀有② １１２枚 １２２％ １２０枚 １３３％ ４８枚 ５１％

亀 有 ４２４枚 １９３％ ３１２枚 １３９％ ３３６枚 １４２％

第
４
ブ
ロ
ッ
ク

細 田 ４４４枚 ２２０％ ３９２枚 １９６％ ３６４枚 １７８％

高 砂 ６００枚 ２８６％ ５８４枚 ２７９％ ４７２枚 ２２０％

柴 又 ４９６枚 ２０１％ ５９２枚 ２４１％ ５８０枚 ２３２％

第
５
ブ
ロ
ッ
ク

新 宿 ６４０枚 ４０８％ ７０４枚 ４５７％ ６７６枚 ４２０％

金 町 ６２４枚 ３９７％ ５９６枚 ３８２％ ６５２枚 ４０２％

東 金 町 ５４０枚 ３７０％ ４７６枚 ３３８％ ４９６枚 ３３５％

第
６
ブ
ロ
ッ
ク

東 水 元 ５２４枚 ２０７％ ６４８枚 ２６０％ ８０２枚 ３０８％

北 水 元 ５７６枚 ２７０％ ６０４枚 ２８６％ ６５２枚 ２９１％

幸 田 ３７２枚 １４９％ ２９６枚 １２０％ ３３２枚 １２８％

飯 塚 ４０４枚 ２６１％ ４０４枚 ２６６％ ４３６枚 ２６７％

その他 枚 ０％ 枚 ０％ ４８枚 ２１％

合 計 １１４４０枚 ２３１％ １１６７５枚 ２３９％ １１８０６枚 ２３１％

２０１２年
１月１日付

２０１２年
２月１日付

１月比
増減

年間目標
１３％

目標 加入者
春一番拡大 成果表
２月３日現在

新 小 岩 １２６ １２５ －１ １７ ４ ３ 増減▼１

西新小岩 １１２ １１２ ０ １５ ３ ０ 増減０

東新小岩 ３１３ ３０９ －４ ４１ ８ ２ 増減▼４

奥 戸 ４５７ ４５７ ０ ６０ １２ ３ 増減０

本 田 ２０６ ２０５ －１ ２７ ６ ０ 増減▼１

立 石 １４４ １３７ －７ １９ ４ ０ 増減▼７

青 戸 ２０６ ２０９ ３ ２８ ６ ２ 増減◎３

お花茶屋 １９５ １９３ －２ ２６ ５ ０ 増減▼２

堀 切 ２６６ ２６０ －６ ３５ ７ ０ 増減▼６

二 葉 ２３６ ２３２ －４ ３１ ６ ４ 増減▼４

西亀有① １５５ １４１ －１４ ２１ ４ １ 増減▼１４

西亀有② ９１ ９１ ０ １２ ３ ０ 増減０

亀 有 ２２９ ２２７ －２ ３０ ６ １ 増減▼２

細 田 １９８ １９７ －１ ２６ ５ １ 増減▼１

高 砂 ２０４ ２０３ －１ ２７ ６ ０ 増減▼１

柴 又 ２４９ ２４７ －２ ３３ ７ ０ 増減▼２

新 宿 １５８ １５６ －２ ２１ ４ ０ 増減▼２

金 町 １５８ １５７ －１ ２１ ４ ０ 増減▼１

東 金 町 １４２ １４２ ０ １９ ４ １ 増減０

東 水 元 ２５６ ２５２ －４ ３４ ７ ０ 増減▼４

北 水 元 ２１９ ２１３ －６ ２９ ６ １ 増減▼６

幸 田 ２５４ ２５３ －１ ３４ ７ １ 増減▼１

飯 塚 １６５ １６５ ０ ２２ ５ １ 増減０

そ の 他 ２１８ ２１８ ０ ２９ ６ ０ 増減０

合 計 ４９５７ ４９０１ －５６ ６４６ １２５ ２１１月１３人 ２月８人

１月１日付人員比 マイナス ５６人

国国
民民
春春
闘闘
決決
起起
集集
会会

中中
野野
ＺＺ
ＥＥ
ＲＲ
ＯＯ
にに
１１
００
００
００
人人
がが
集集
結結

闘闘
うう
春春
闘闘
のの
決決
意意
でで
団団
結結

春春
一一
番番
拡拡
大大
はは
３３
月月
まま
でで

１１
２２
５５
人人
のの
仲仲
間間
をを
迎迎
ええ
入入
れれ
よよ
うう

年年
間間
はは
６６
４４
６６
人人
がが
目目
標標

総
会
に
向
け
て
役
員
の
選
出
を

分
会
四
役
の
４
割
を
７０
歳
未
満
で

私私たたちちのの運運動動のの成成果果でで

補補助助金金はは現現行行水水準準確確保保のの見見通通ししへへ
私私たたちちのの保保険険料料ははここれれかからら決決定定

みなさんからの要請ハガキ補助金獲得に大きな影響
を与えました

春
闘
決
起
集
会
に
代
表
で
参
加
の
�
飾
支
部
の
み
な
さ
ん

（２）第６６７号建 設 者２０１２年２月１６日
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横
浜
で
提
訴
し
た
首

都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
は
、
約
４
年
を
経

て
１
月
１３
日
に
結
審
を

迎
え
ま
し
た
。

建
設
従
事
者
に
広
が

る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に

対
し
、
そ
の
責
任
を
国

と
製
造
企
業
に
求
め
た

闘
い
は
正
念
場
を
迎

え
、
私
た
ち
は
こ
の
横

浜
地
裁
で
必
ず
勝
利
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。判

決
は
５
月
２５
日
１３

時
３０
分
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
結
審
し
た
か
ら
と
い
っ
て

運
動
の
手
を
緩
め
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
判
決
の
言
い
渡
し
ま

で
に
、
国
と
製
造
企
業
の
責
任
を

世
論
に
訴
え
続
け
る
運
動
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

まま
だだ
まま
だだ
署署
名名
にに

協協
力力
下下
ささ
いい

労
働
対
策
部
で
は
昨
年
１０
月
か

ら
毎
月
駅
頭
宣
伝
を
行
い
、
多
く

の
国
民
に
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
実

態
を
伝
え
な
が
ら
、
署
名
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
�
飾
支
部

の
皆
さ
ん
に
も
ア
ス
ベ
ス
ト
署
名

に
ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
署
名
数
が
足
り
ま
せ

ん
。
横
浜
地
裁
勝
利
の
た
め
に
今

一
度
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
原
告
団
・

事
務
局
長
・
清
水
邦
彦
】「
ア
ス

ベ
ス
ト
っ
て
何
で
す
か
？
」
昨
年

１２
月
中
旬
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
西
口
で
駅

頭
宣
伝
を
し
た
時
に
、
署
名
に
協

力
し
て
く
れ
た
女
性
に
聞
か
れ
た

質
問
で
あ
る
。

首
都
圏
の
建
設
職
人
が
「
あ
や

ま
れ
・
補
え
・
な
く
せ
ア
ス
ベ
ス

ト
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
国
と
企
業

を
相
手
に
、
東
京
と
横
浜
で
裁
判

を
起
こ
し
て
、
は
や
３
年
９
カ

月
。
当
時
は
テ
レ
ビ
・
新
聞
各
社

が
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
し
た
。

し
か
し
、
刻
は
流
れ
て
人
の
目

に
も
触
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

で
も
「
ア
ス
ベ
ス
ト
」
の
被
害

は
、
年
々
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。

昨
年
４
月
北
海
道
で
、
６
月
に
京

都
で
、７
月
に
大
阪
で
。１０
月
に
は

九
州
の
福
岡
で
「
ア
ス
ベ
ス
ト
」

粉
塵
に
身
体
を
侵
さ
れ
た
建
設
職

人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
裁

判
所
に
、
首
都
圏
と
同
じ
国
と
企

業
を
相
手
に
裁
判
を
起
こ
し
た
。

認
定
者
の
半
数

す
で
に
亡
く
な
る

毎
日
新
聞
大
阪
本
社
の
大
島
さ

ん
と
い
う
記
者
が
「
ア
ス
ベ
ス

ト
」
に
関
す
る
本
を
出
し
て
い

る
。
こ
の
中
で
、
中
皮
腫
に
よ
る

死
亡
者
数
は
、
１
９
９
５
年
に
５

０
０
人
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
２
０

０
９
年
に
は
２．３
倍
の
１
１
５
６
人

が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
石

綿
肺
・
肺
が
ん
な
ど
を
加
え
れ
ば

大
変
な
数
に
な
る
。

東
京
土
建
本
部
の
統
計
で
は
、

２
０
０
２
年
か
ら
２
０
１
１
年
１２

月
ま
で
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
に

よ
る
労
災
認
定
者
は
５
４
７
人
に

な
る
。
そ
の
半
数
の
人
が
、
す
で

に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
現
在
も
毎

月
毎
月
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
に
よ

る
労
災
認
定
者
は
後
を
絶
た
な

い
。

産
業
発
展
重
視
の
判
決

昨
年
８
月
大
阪
高
裁
で
大
阪
泉

南
地
方
の
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
患
者

が
国
を
相
手
に
起
こ
し
て
い
た
裁

判
に
判
決
が
出
た
。
そ
の
判
決

は
、
人
の
命
よ
り
産
業
発
展
を
重

視
す
る
判
決
で
あ
っ
た
。

東
京
高
裁
で
も
、
肺
が
ん
の
特

効
薬
の
「
イ
レ
ッ
サ
」
を
飲
ん
で

副
作
用
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
人
た

ち
に
よ
る
裁
判
が
あ
っ
た
。
そ
の

裁
判
で
も
大
阪
と
同
じ
よ
う
に
人

の
命
を
軽
視
し
た
判
決
が
出
た
。

人
の
命
を
軽
ん
じ
る
の
が
許
せ

な
い
。
人
の
命
が
あ
っ
て
こ
そ
の

産
業
の
繁
栄
で
は
な
い
の
か
と
思

う
。

１
月
２９
日
（
日
）
教
宣
部
員
の

分
会
新
聞
作
り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
、
支
部
会
館
で
教
宣

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
に

は
、
本
部
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
の
常

連
分
会
新
聞
の
【
奥
戸
】
を
編
集

す
る
星
谷
聰
さ
ん
（
奥

戸
）、
参
加
者
１０
人
で

開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
新
聞
編
集

に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
記
事
書
き
か
ら
。
そ

し
て
見
出
し
つ
け
。
そ

れ
ぞ
れ
の
出
来
上
が
っ

た
記
事
と
見
出
し
を
発

表
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
確

認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
紙
面
の
レ
イ

ア
ウ
ト
も
大
事
な
作
業

で
す
。
一
人
１
面
作
成

し
、
最
後
は
星
谷
さ
ん

か
ら
講
評
へ
。
午
前
中

か
ら
夕
方
ま
で
長
時
間
に
わ
た
っ

た
学
習
会
で
し
た
が
、
参
加
者
の

み
な
さ
ん
は
、
最
後
ま
で
一
生
懸

命
学
習
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
教
宣
部
恒
例
の
新

年
会
を
開
催
し
、
教
宣
部
員
同
士

の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

本本
部部
記記
事事
賞賞
にに

大大
山山
艶艶
子子
ささ
んん

１
月
２７
日
に
本
部
で
行
な
わ
れ

た
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
の
結

果
、大
山
艶
子
さ
ん（
主
婦
の
会
）

が
、
記
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１１
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

分
会
新
聞
の
部
で
特
選
に
輝
い
た

奥
戸
（
星
谷
聰
さ
ん
編
集
）
に
続

く
受
賞
で
す
。

確
定
申
告
の
準
備
は
大
丈
夫
で

す
か
？
そ
の
準
備
の
た
め
の
学
習

会
を
１
月
３０
日
（
月
）
夜
、
支
部

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
部
税

金
対
策
担
当
専
従
常
任
中
執
の
井

澤
智
さ
ん
を
講
師
に
、
１７
分
会
か

ら
３１
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。学

習
会
の
中
で
は
、
租
税
の
基

本
原
則
、
税
金
を
め
ぐ
る
情
勢
、

確
定
申
告
の
中
身
、
そ
し
て
、
今

年
度
の
改
正
点
を
わ
か
り
や
す
い

内
容
で
話
が
あ
り
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
に

反
対
の
取
組
み
を

講
師
の
井
澤
さ
ん
か
ら
は
、「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
の
問

題
点
に
つ
い
て
、「
消
費
税
増
税

を
社
会
保
障
の
目
的
と
し
な
が

ら
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
引
き

上
げ
や
、
医
療
費
の
自
己
負
担
引

き
上
げ
な
ど
、
国
民
負
担
を
増
加

さ
せ
な
が
ら
社
会
保
障
給
付
は
削

減
す
る
も
の
。」と
指
摘
し
、
改
め

て
増
税
は
反
対
す
る
べ
き
取
組
み

で
あ
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
税
制
改
定
点

所
得
税
で
は
、
①
年
金
所
得
者

の
申
告
手
続
き
の
簡
素
化
、
②
申

告
義
務
の
あ
る
者
の
還
付
申
告
書

の
提
出
期
間
、
③
扶
養
控
除
の
変

更
が
あ
り
ま
す
。

消
費
税
に
お
い
て
も
、
免
税
点

制
度
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
特
に

新
設
法
人
や
、
売
上
高
が
急
激
に

伸
び
た
場
合
は
、
課
税
対
象
と
な

り
う
る
た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
支
部
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個
別
相
談
会
の
案
内

◎
日
時
…
２
月
２１
日
（
火
）
〜

３
月
９
日
（
金
）
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

※
土
日
除
く

◎
場
所
…
組
合
会
館
３
階

◎
持
参
す
る
も
の
…
前
年
度
の

申
告
書
の
控
え
、
本
年
度
の
申

告
書
、各
種
控
除
証
明
書
、印
鑑

首首都都圏圏建建設設アアススベベスストト訴訴訟訟

横横浜浜でで必必ずず勝勝利利をを！！
横浜で１月１３日結審、判決は５月２５日

アア
スス
ベベ
スス
トト
被被
害害
がが
報報
道道
ささ
れれ
なな
くく
なな
っっ
たた
がが

年年
々々
着着
実実
にに
広広
がが
るる
被被
害害

後後
をを
絶絶
たた
なな
いい
労労
災災
認認
定定

人人
のの
命命
をを
軽軽
んん
じじ
るる
判判
決決
がが
許許
せせ
なな
いい

新
聞
作
り
学
習
会
を
開
催

記
事
・
見
出
し
・
レ
イ
ア
ウ
ト
の
コ
ツ
を
学
ぶ

確定申告学習会を開催

政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががらららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削削減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向

講講師師にに本本部部税税対対担担当当中中執執のの井井澤澤ささんん

確定申告個別相談会

２２月月２２１１日日
～～３３月月９９日日

支部会館で開催

アスベスト輸入量と中皮腫による死者数

参加者でレイアウトした新聞を講評する
星谷さん

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

横
浜
地
裁
の
支
援
集
会
（
１
月
１３
日
）

原告団事務局長
清水邦彦さん

講師の井澤さん
（本部）

第６６７号建 設 者２０１２年２月１６日（３）
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【
建
長
会
】
１
月
２７
日
（
金
）

新
年
恒
例
建
長
会
バ
ス
ハ
イ
ク
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
回
は
「
伊

香
保
温
泉
」
に
バ
ス
２
台
５７
人
の

会
員
の
参
加
で
行
き
ま
し
た
。

当
日
は
朝
渋
滞
に
２
号
車
が
巻

き
込
ま
れ
、
あ
た
ふ
た
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
名
刹
の
水

沢
観
音
の
お
参
り
で
は
、
１
号
、

２
号
車
合
流
で
き
ま
し
た
。

六
角
堂
な
ど
を
参
拝
し
、
温
泉

と
昼
食
の
会
場
、
ホ
テ
ル
松
本
楼

に
移
動
。
伊
香
保
の
湯
で
体
を
温

め
た
後
に
、
お
楽

し
み
の
豪
華
昼
食

で
す
。
田
中
会
長

の
新
年
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
中
沢
事

務
局
事
長
の
乾
杯

で
ス
タ
ー
ト
！
恒

例
に
な
っ
た
カ
ラ

オ
ケ
も
盛
り
上
が

り
、
出
発
時
間
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
和
や

か
に
宴
会
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

帰
り
に
は
、
ま

い
た
け
セ
ン
タ

ー
、
藤
岡
パ
ー
キ

ン
グ
で
お
買
い
も

の
を
し
、
予
定
通

り
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
朝
の
バ

ス
の
遅
れ
で
、
寒

い
中
を
待
っ
て
い

た
だ
い
た
会
員
の

方
に
は
、
本
当
に

申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し

て
、
お
詫
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

北
水
元
分
会
で
は
、
１
月
２８
日

（
土
）
夜
、
水
元
の
『
出
羽
』
で
、

分
会
仲
間
の
親
睦
を
深
め
る
た
め

に
新
年
会
を
１８
人
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

見
事
秋
の
拡
大
を
達
成
し
、
秋

の
住
宅
ま
つ
り
も
大
成
功

に
終
え
た
北
水
元
分
会
。

そ
の
活
躍
に
快
く
協
力
し

て
く
れ
た
分
会
の
み
な
さ

ん
へ
、
今
村
分
会
長
か
ら

「
昨
年
は
１
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
乾
杯
へ
と
続

き
、新
年
会
の
ス
タ
ー
ト
。

２
時
間
と
い
う
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

て
、
今
年
１
年
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。

１
月
１５
日
（
日
）

�
飾
支
部
に
て
支
部

内
将
棋
交
流
会
が
６

名
の
参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
３
回
目
で
す
が
、
新
参

加
者
が
１
名
、
そ
し
て
応
援
見
学

に
来
た
方
が
急
遽
参
加
と
今
ま
で

に
な
い
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

早
い
方
は
受
付
予
定
時
間
前
か

ら
対
局
が
始
ま
り
、
終
了
時
間
も

１
時
間
後
ろ
倒
し
に
な
り
、
合
計

５
時
間
以
上
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。

本
部
大
会
に

３
人
が
出
場

１
月
２２
日（
日
）に
開
催
の
第
３３

回
本
部
将
棋
大
会
へ
は
支
部
内
将

棋
交
流
会
の
参
加
者
か
ら
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
健
闘
す
る
も
上

位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１１
年
４
月
に
小
学
校
・
中
学

校
に
入
学
を
し
た
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
組
合
員
さ
ん
、『
新

入
学
祝
金
』
の
申
請
は
済
ん
で

ま
す
か
？

ま
だ
の
方
は
、
今
年
の
３
月

が
申
請
の
受
付
の
最
後
と
な
り

ま
す
。
３
月
の
群
会
議
で
申
請

書
と
添
付
書
類
を
添
え
て
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
で
、
５
０
０
０
円
の
図

書
カ
ー
ド
が
も
ら
え
ま
す
ヨ
。

※
１２
年
４
月
に
入
学
を
控
え
た

お
子
さ
ん
の
い
る
組
合
員
さ
ん

の
申
請
は
、
４
月
以
降
に
な
り

ま
す
。

１２
月
か
ら
青
年
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
	
ち
ー
む
か
つ
し

か

せ
〜
ね
ん
ぶ
	
が
立
ち
上
が

っ
て
い
る
の
を
み
な
さ
ん
ご
存
じ

で
す
か
？
青
年
部
員
の
矢
島
乾
太

郎
さ
ん
が
作
成
し
た
Ｈ
Ｐ
で
、
ほ

ぼ
毎
日
担
当
書
記
の
山
屋
さ
ん
が

更
新
を
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
青
年
部
の
活
動
報
告

や
、
今
後
の
行
事
日
程
な
ど
な

ど
。
今
現
在
も
み
な
さ
ん
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
も
掲
載
で
き
れ
ば
と
改

善
し
な
が
ら
の
運
営
で
す
。

も
ち
ろ
ん
青
年
部
と
し
て
の
活

動
も
バ
ッ
チ
リ
。

２
月
１２
日（
日
）に

は
日
帰
り
バ
ス
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
企
画
し
て
、
横

浜
へ
行
っ
て
楽
し

ん
で
き
ま
し
た
。

楽
し
い
青
年
部

レ
ク
の
報
告
は
、

Ｈ
Ｐ
で
確
認
し
て

ね
。

Ｈ
Ｐ
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『
東
京
土
建
�
飾

支
部
青
年
部
』
で

検
索
し
て
も
ヒ
ッ

ト
し
ま
す
よ
。

建建長長会会日日帰帰りりババススハハイイクク
伊伊香香保保温温泉泉へへ ５５７７人人参参加加

昼昼食食宴宴会会でで盛盛りり上上ががりりすすぎぎてて、、
出出発発時時間間ギギリリギギリリにに！！？？

北北
水水
元元
新新
年年
会会
をを
開開
催催

今今
年年
のの
新新
たた
なな
スス
タタ
ーー
トト
をを
切切
るる

支支部部将将棋棋交交流流会会

熱熱中中しし、、終終わわりり１１時時間間延延長長にに

１１１１年年のの新新入入学学祝祝金金

申申請請３３月月ままでででですすヨヨ～～!!

１１２２年年はは４４月月以以降降のの申申請請

ち
～
む
か
つ
し
か

せ
～
ね
ん
ぶ

ささ
っっ
そそ
くく
ＨＨ
ＰＰ
にに

アア
クク
セセ
スス
しし
よよ
うう

北
水
元
分
会
新
年
会
に
１８
人
が
参
加

出発ギリギリまで楽しんだ宴会での集合写真（建長会）

支部将棋交流会に６人が参加

青
年
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（４）第６６７号建 設 者２０１２年２月１６日


